
明
治
三
年
神

戸
藩

の
藩
制
取
調
書

に

つ
い
て

若

林

喜

三

郎

は

じ

め

に

幕
末

.
維
新
期

の
神
戸
藩
と
は
、
伊
勢
国
河
曲
郡
神
戸
町
を
本
拠
と
す
る

一
万
五
千
石
の
譜
代
小
藩
で
、
享
保
十
七
年
以
降
廃
藩
ま
で
本
多
氏
の
歴
代
が
藩
主
と
し
て

相
つ
い
だ
。

大
阪
市
に
居
住
さ
れ
る
本
多
康
彦
氏
は
、
そ
の
本
多
家
の
子
孫

で
あ
る
が
、
今
般
そ
の
家
蔵
の
古
文
書

一
切
を
大
手
前
女
子
大
学
史
学
研
究
所
に
寄
託
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
筆
者
も
そ
の

一
員
と
し
て
、
本
多
家
と
神
戸
藩
政
に
関
す
る
文
書
の
整
理
と
紹
介
と
い
う
大
任
を
背
負
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
金
沢
大
学
の
開
学
当
初
か
ら
在
職
し
、
以
来

一
貫
し
て
加
賀
藩
史
の
研
究
を
続
け
て
き
た
の
で
、
ひ
と
ま
ず
目
標
を
北
陸
に
蠕
据
す
る
外
様

の
大
藩
と
、
近

畿
の

一
隅
を
占
め
る
譜
代

の
小
藩
と
の
比
較
研
究
と
い
っ
た
点
に
指
向
す
る

つ
も
り
で
あ

っ
た
が
、
さ
て
本
多
家
文
書
を
ま
さ
ぐ

っ
て
い
る
う
ち
に
、
史
料

の
制
約
な
ど

の
た
あ
そ
れ
は
そ
う
容
易
な
仕
事

で
は
な
い
と
気
付

い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
来
な
ら
ば

そ
の
史
料
の
紹
介
も
、
初
期
か
ら
年
代
を
逐
う
て
編
年
式
に
叙
述
す
べ
き

で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
さ
し
当
り
こ
こ
で
は
、
明
治
三
年
九
月
、
太

政
官
の
命

に
よ

っ
て
、
同
年
十
月
、
お
よ
び
閏
十
月
に
神
戸
藩
の
知
事
本
多
忠
貫
が
作
製
し
た
神
戸
藩
制
取
調
書
を
中
心
と
し
て
、
藩

の
当
面
し
て
い
た
諸
問
題
を
考
察

し
て
み
た

い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
年
と
い
え
ば
、
版
籍
奉
還
と
廃
藩
置
県
と
の
中
間
期
に
あ
た
る
。
こ
の
小
藩
に
も
、
旧
藩
の
遺
制
が
多
分
に
残
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
、

こ

の
史
料
か
ら
、
統

一
国
家
確
立
の
た
あ
に
急
遽

そ
の
翌
年
に
廃
藩
に
踏
み
き
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
事
情
を
探
り
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
と
思
わ
れ
た
。

こ
の
小
著
が
、
い
さ
さ
か
で
も
右

の
考
察
に
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て
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明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

一
、
神

戸
藩

と
本
多
家

の
歴
代

神
戸
藩
と
そ
の
藩
主
た
ち
の
消
息
に

つ
い
て
は
、
伊
藤
清
太
郎
氏
の

「
神
戸
平
原
地
方
郷
土
史
』

(前
後

二
巻
、
昭
和

=
二
年
)
や
、
『
新
編

・
鈴
鹿
市
の
歴
史
」
(
昭

和

五
〇
年
)
を
は
じ
め
多
く
の
著
書

.
論
文
が
あ
る
の
で
、

い
ま
は

一
切
そ
れ
ら
に
ゆ
ず
り
、
必
要
な
限
り
に
お
い
て
概
観
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
た
だ
し
そ
の
間
に
本

多
家
文
書
は
、
で
き
る
だ
け
引
用
、
紹
介
す
る
こ
と
に

つ
と
め
る
で
あ
ろ
う
。

神
戸
町
は
参
宮
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
、
古
く
か
ら
交
通

・
経
済

の
要
衝
で
、
中
世
末
期
に
は
、
関
氏
の

一
族
神
戸
氏
が
こ
こ
に
幡
据
し
て
い
た
。
永
禄
年
間
織
田
信

長
が
伊
勢
に
触
手
を
延
ば
す
や
、

三
男
信
孝
を
神
戸
氏

の
養
子
と
し
て
こ
こ
に
入
り
込
ま
せ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
重
要
性
が
知
ら
れ
よ
う
。
信
孝
は
、
こ
こ
に
五
重
の

天
守
を
中
心
と
す
る
城
郭
を
築

い
て
偉
容
を
誇

っ
た
が
、

こ
の
城
は
天
正
十

二
年
、
豊
臣
秀
吉

の
軍
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
、
文
禄
四
年
に
は
解
体
さ
れ
て
桑
名
城
に
移

さ
れ
た
。

神
戸
氏
の
滅
亡
以
後
、

こ
の
地

に
は
生
駒

.
滝
川

.
水
野
の
諸
氏
が
封
ぜ
ら
れ
、
文
禄

三
年
に
は
、
代
官
の
支
配
所
と
な

っ
た
。

や
が
て
、
幕
藩
制
成
立
以
後
は
、

一

柳
直
盛

(五
万
石
)

.
石
川
総
長

(
一
万
石
)
が
相

つ
い
で
こ
の
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、
総
長
の
孫
総
茂

の
と
き
、
享
保
十
七
年
に
常
陸
下
館
に
移
さ
れ
た
あ
と
、
本
多

忠
統
が
こ
こ
に
移
さ
れ
、
以
来
廃
藩
ま
で
、
本
多
氏
が
歴
代
藩
主
と
し
て
継
承
し
た
。

こ
こ
で
、
初
代
忠
統
以
来
七
代
に
わ
た
る
事
歴
を
通
覧
す
る
た
め
に
、
と
り
あ
え
ず

「
旧
藩
主
本
多
侯
歴
代
名
表
」

に
本
多
家
の

[
家
譜
」
と
伊
藤
氏
前
掲
書
な
ど
に

よ
り
修

正
を
加
え
、
そ
の
歴
代

一
覧
を
か
か
げ
て
お
こ
う

(第
ユ
表
)。

こ
の
表
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
初
代
忠
統
と
最
後
の
藩
主
忠
貫
の
二
代
に
格
別
な
う
ご
き
が
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
若
干
触
れ

て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

ま
ず
本
多
家
と
は
、
も
と
近
江
国
膳
所
藩
主
本
多
康
将
の
次
男
忠
恒
が
、
家
禄
七
万
石
の
う
ち

一
万
石
を
授
け
ら
れ

て
分
家
し
た
も
の
で
、
忠
恒
は
河
内
国
錦
野
羅
配

だ
い代
に
居
住
し
た
。
忠
統
は
そ
の
次
男
で
、
宝
永
元
年
、
十
四
歳

に
し
て
封
を
ゆ
ず
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
四
年
、
十
七
歳
の
と
き
五
代
将
軍
綱
吉

の
小
姓
に
召
出
さ
れ

た
の
を
手
は
じ
め
に
、
諸
役
を

つ
と
め
、
八
代
吉
宗
の
代
と
な
る
や
、
着

々
と
出
世

コ
ー
ス
を
歩
み
、

つ
い
に
享
保
十
年
に
は
、
三
十
五
歳
に
し
て
若
年
寄

(
勝
手
方
御

用
)
に
抜
擢
さ
れ
、
享
保
改
革

の
推
進
要
員
と
し

て
活
躍
し
た
。
現
在
、
本
多
家
に
は
、
そ
の
執
務
の

一
端
を
示
す
断
片
的
な
文
書
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
鰍
。
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表1神 戸藩主本多家歴代一覧

倒 名 幼 名i初 名隊 刷 位 雅 号 年 令 藩 主 在 職 主 要 な 役 職

淋恒忠祖

忠初

忠

r
-

1

一

2

好統

f.ガ

水

3忠 糞

4
ゆ
齎忠

炉
升忠5

6

7

ゆ
寛忠

"
貫忠

団七郎
康将(本家)

康 量

に 男
匝忠良忠弥匝

兵 部 忠 梁 二 男

従五位下1盟 駿 元lh1
1。

伊 予 守i1(48)!

従 五位下 大乾、猜蘭、雪山、拙翁、宗範1元 禄4.6.18楽

堂 、不言斉、 白蓮子、 ～宝歴7.伊
予 守 長 日庵 、楽 々斎、郁文

奪 翻}11・i駿 州帥 城::本 所火消役
(西代)i

房統
助
負
膳

之留
靱
内

弥三郎

駒之助

忠 繁

忠 統i従 五 位

五 到

忠 篤
(忠統三男)
嫡 子

永忠

L　一「

慶忠

忠 京 四 男

随翁 、清秋、宗喩、青山、白石

丹 後 守
上 総 守 天錫、長月庵

従五位下
内 膳 正
丹 後 守1

説三郎 忠 敬
〕康年(本 家)

二 男

従五位下

伊 予 守

下
守
守

碧

予

従
丹
伊

沢 山、暮 山、高丘

忠 升

君積 、昧翁、鹿門 、竹遷 、有効

宗些 、子勧、冬 日庵、幽篁斎

冠岳、不老、泉翁

駒之助

恒 弥

敬之丞

忠 都

正 進

長 男

戸沢正実

弟

従五位下 士美、君徳、翠桐、嵩陵

伊 予 守 楽 々斎、仙岳、清真堂

位
守
爵

四
内
正
河
子

[宝永 元 .12.23(西 代)1本 所 材木火消役 、小姓 京都火消

2.29享 保17.7.5(神 戸)役 、大番頭 ・京都二条在番

(67)h寛 延3.11.19奏 者 番寺社奉行兼役、若年寄

享 保9.5,17
～ 文 化14 .5.17

(94)

寛 保2.11.25
～ 明 和3 ,7,14

(25)

宝 歴5.9.11
～ 享 保3 .ユ.22

(49)

寛 政3.10.9
～ 安 政6 .8.22

(69)

文 政10.1.20
～ 明 治18 .12.20

(59)

天 保4.11.28
～ 明 治31.6 .20

(66}

寛 延3.11.19
～ 宝 歴10 .10.13

宝 歴 ユ0、10.f3
～ 明 和3 .7.14

明 和3.9.7
～ 享 和3 .1.22

享 和3.2.14
～ 天 保11 .9.20

天 保11.9.20
～ 安 政44 .26

安 政4.4.26
～ 明 治2.6

聖堂再建御用掛

聖堂聖像遷座御用

山田奉行、神戸藩知事
宮中勤番、宮中祇候震翰御用掛
東照宮宮司

ー

ト
Φ

i

(注)1.歴 代の役職は、ほとんど竹橋 ・馬場先 ・一橋 ・半蔵口 ・田安 ・和田倉の御門番、および日光祭礼奉行代、大坂加番代などをつとめているので、この表に

はそれ以外のものだけを記載 した。
ユキ

2.6代 藩 主 は、本多家 の 「家譜」 に したが って、 「忠寛」 と したが、その忠寛 は隠居 後 「忠廉」 と改名 したよ うである。

3.忠 貫 の 「位」や 「主な役職 」は,明 治以後 の ものが主 とな って いる。

..川 暗剰[L髄Q髄 畢蚤 鷹抽 思 〇ニトノ



明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

彼
は
、
ま
た
好
学
を
も

っ
て
綱
吉
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
単

な
る
殿
様
芸
の
域
を
脱
し
、
荻
生
祖
練
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
大
著

「
猜
蘭
台
集
」
㈲

や

「
猜
蘭
子
」
を
刊
行
し
た
が
、
詩
文
を
よ
く
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
祖
棟
学

の
政
治

・
経
済
学
的
素
養
を
も

っ
て
、
吉
宗

の
信
頼
に
こ
た
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

将
軍
吉
宗
は
延
享

二
年
九
月
、
職
を
世
子
家
重
に
ゆ
ず

っ
た
が
、
こ
の
年
忠
統
は
五
千
石
を
加
増
さ
れ
計

一
万
五
千
石
と
な

っ
た
。
そ
の
上
、
そ
の
翌
年
神
戸
城
の
築

城
が
許
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
城
持
大
名
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

「
藩
翰
譜
」
が
次

の
よ
う
に
簡
潔
に
か
た
る
。

忠
統
職

に
あ
る
事

二
十
年
に
及
び
、
夙
夜
の
労
お
ほ
か
り
け
れ
ば
、
延
享
二
年
所
領
の
地
五
千
石
加

へ
ら
れ
、
神
戸
に
う
つ
ら
し
め
城
も
ち
に
そ
な
さ
れ
け
る

五
千
石
の
加
増
と
城
持
大
名

へ
の
出
頭
、
忠
統
は
こ
の
二
つ
の
栄
誉
を
も

っ
て
、
次
の
代

へ
の
お
く
り
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
最
後
の
藩
主
忠
貫
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

忠
貫
は
、
出
羽
国
新
庄
城
主
戸
沢
上
総
介
正
実
の
弟
で
、
本
多
忠
寛
の
養
子
と
な
り
安
政
四
年
四
月

二
十
六
日
に
家
督
を
つ
い
だ
も
の
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
幕
末
動

乱
期
に
あ
た
り
、
こ
の
小
藩
も
風
浪
に
も
ま
れ
る
小
船

の
如
き
風
情
で
あ

っ
た
が
、
小
藩
な
り
に
そ
の
存
在
を
示
し
つ
つ
、
そ
れ
を
乗
り
こ
え
た
の
は
、
少
か
ら
ず
幸
運

に
恵
ま
れ
た
か
ら
と
も

い
え
る
が
、
忠
貫
が
ま
た
そ
れ
に
耐
え
る
人
物
で
も
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

幸
運
と
い
え
ば
、
先
代
忠
寛
の
と
き
天
保
十
四
年
の
水
野
忠
邦
の
上
地
令
で
、
も
し
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
と
、
本
多
家
の
河
内

の
所
領
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の

で
あ
る
。
代
替
地
が
約
束
さ
れ
る
と
は
い
え
、
藩

の
重
要
財
源
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

っ
た
が
、
幸
い
に
も
、

こ
の
案
は
各
方
面
の
反
対
に
よ
り
沙
汰
止
み
と
な

っ

た
の
で
あ
る
。
忠
貫
の
世
と
な
っ
て
は
、
文
久
三
年
八
月
の
天
諌
組
の
挙
兵
に
際
し
、
本
多
領
河
内
の
長
野
詰
代
官
吉
川
治
太
夫
以
下
が
こ
れ
を
支
援
し
た
た
め
、
処
罰

さ
れ
る
事
件
が
勃
発
し
た
が
(治
太
夫
は
逮
捕
護
送
申
自
殺
)
、
幕
末
忽
忙
の
折
か
ら
と
て
見
逃
さ
れ
た
ら
し
く
、
藩
は
そ
の
責
め
を
ま
ぬ
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
年
十
月
、
忠
貫
は
山
田
奉
行
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
慶
応
四
年
七
月
ま
で
勤
あ
た
が
、
譜
代
の
小
藩
と
し
て
進
退
の
難
し
い
時
節
に
、
山
田
奉
行
と

い
う
絶
好
の
安
全
地
帯
に
か
く
れ
て
、
天
下
の
形
勢
を
観
望
す
る
こ
と
を
得
た
。
幕
府
に
深
い
恩
義
を
有
す
る
神
戸
藩
が
、
下
手
を
す
れ
ば
命
と
り
と
も
な
り
か
ね
な

い

天
諒
組

一
件
の
責
め
を
ま
ぬ
が
れ
、
朝
廷
側
に
も
好
感
を
も
た
れ
た
こ
と
は
、
非
常
な
幸
運
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

や
が
て
慶
応
四
年
七
月
、
南
伊
勢
に
度
会
府
が
お
か
れ
、
山
田
奉
行
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
本
多
忠
貫
は
新
任
の
度
会
府
知
事
橋
本
実
梁
と
交
代
し
て
八
月
五
日
に
入

京
、
早
速
皇
居
警
衛
を
命
じ
ら
れ
、
翌
明
治
二
年
正
月
ま
で
滞
京
し
た
。
か
く
し
て
、
七
年
ぶ
り
に
帰
国
し
た
忠
貫
を
待

っ
て
い
た
の
は
、
同
年
六
月
の
版
籍
奉
還
で
あ

っ
た
。
左
に
本
多
家
文
書
よ
り
行
政
官

の
布
告
と
、
藩
知
事
辞
令
と
を
か
か
げ
て
お
こ
う
。

si

、

■



今
般
版
籍
奉
還
之
儀

二
付
、
深
ク
時
勢
ヲ
被
為
察
、

六
月

行
政
官

広
ク
公
儀
ヲ
被
為
採
、

本
多
河
内
守

政
令
帰

一
之
思
食

ヲ
以
、
言
上
之
通
被
聞
食
候
事

本
多
河
内
守

神
戸
藩
知
事

被
仰
付
候
事
(朱
印
、
印
文
太
政
官
印
)

コ

明
治
二
年
己
巳
六
月

r

二
、
新

制
神

戸
藩

の
藩
庁
規
則

と
職
員
構
成

明
治

三
年
九
月
十
日
、
太
政
官
は
藩
制
改
革

の
大
綱
を
下
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
藩
を
三
分
し
、
物
成

(米
高
)

一
五
万
石
以
上
を
大
藩
、
五
万
石
以
上
を
中

藩
、
五
万
石
以
下
を
小
藩
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来

の
親
藩

・
譜
代

・
外
様

の
別
、
あ
る
い
は
、

国
持

・
城
持

・
無
城
の
別
な
ど
、
幕
藩
制
的
格
差
を

一
切
否
定

す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
藩
を
中
央
政
府
に
属
す
る
平
等
な
立
場

の
地
方
行
政
区
画
と
し

て
置
き
替
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
ま
だ
旧
藩
主
を
知
事
と
し
て

残
置
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
飛
地
な
ど
が
多
く
、
領
地

の
犬
牙
錯
綜
と
い
う
旧
態
が
温
存
さ
れ
た
こ
と
、
経
済
力

の
弱
い
小
藩
が
多
か

っ
た
こ
と
と
い
う
よ
う
な

問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
た
。
わ
が
神
戸
藩
も
畿
内

の

一
小
藩
と
し
て
、

こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
新
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

太
政
官
は
、
こ
の
大
綱
を
中
心
と
し
て
、
次

々
と

こ
ま
や
か
な
布
令
を
発
し
、
そ
れ
に
基
い
て
各
藩
に
お

い
て
改
正
し
た
結
果
を
報
告
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
多
家

に
は
、
こ
の
と
き

の

「
藩
制
取
調
書
」

の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
布
令
に
敏
感
に
対
応
し
て
実
施
し

つ
つ
あ

っ
た
諸
改
革
の
中
間
報
告
書
と
で

も
い
う

べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

二
通
の
大
型
用
紙
の
表
裏
に
認
め
ら
れ
、

一
六
折
り

に
折
畳
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
の
第

一
通
の
日
付
は
明
治
三
年
十
月

で
あ
り
、

も
う

一
通
は
同
年
閏
十
月
で
、
そ
の
補
則
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ

で
、

い
ま
前
者
を
A
文
書
、
後
者
を
B
文
書
と
名
付
け

て
区
別
し
て
お
こ
う
。

明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て
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明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

ま
ず
A
文
書

の
内
容
は
、
次
の
表
題
に
よ

っ
て
、
お
よ
そ
五
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

1
藩
庁
規
則

2
神
戸
藩
職
員
令

3
歳
入
見
込
取
調

4
海
陸
軍
資

5
歳
出
見
込
取
調

こ
の
冒
頭
に
知
事
本
多
忠
貫
の
布
達
、
そ
の
末
尾
に
奥
書
署
名
が
あ
る
が
、
そ
の
布
達
の
中
で
、

「
旧
弊
ヲ
除
キ
冗
費
ヲ
省
キ
、
民
ノ
為

二
官

ヲ
設
ク

ル
ノ
意
ヲ
失

ハ

サ
ラ
ン
事
」
を
強
調
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
旧
藩

の
非
政
を
反
省
し
、
明
治
新
政
の
理
想
を
高
唱
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

「
民
ノ
為

二
官

ヲ
設
ク
ル
」
と

い
う
よ
う
な
発
想
は
従
来

の
封
建
為
政

者
に
は
無
縁

の
も
の
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
が
、
現
実

に
は
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず

「
藩
庁
規
則
」
と
称
す
る
廉
書
が
、

二
三
力
条
あ
る
が
、

こ
れ
は
知
事
以
下
の
職
務
内
容
と
服
務
上
の
諸
規
定
と
を
定
め
た
も

の
で
、

そ
の
う
ち
藩
庁
は
庶
務
を

総
括
し
、
重
要
且

つ
多
端
な
る
科
を
会
計

・
軍
事

・
刑
法

・
学
校

・
監
察
等
に
分
課
す
る
と
あ
る
。
大
属
は
そ
の
課
を
総
べ
、
少
属

・
史
生
は
、
そ
れ
を
分
務
す
る
が
、

重
大
事

に
至

っ
て
は
、
朝
裁
を
仰
ぎ
、
官
省
の
判
を
乞
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
藩
は
完
全
に
中
央
政
庁
の
支
配
下
に
入

っ
た
地
方
行
政
機
関
た
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
刑
法
は
、
古
代
法
に
し
た
が

い
、
答

・
杖

・
徒

・
流

・
死
の
五
種
が
継
承
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
そ
の
う
ち
、
流
以
下
は
大

・
小
参
事
が
相
議
し
、
知
事

が
決
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
最
高
の
死
罪
は
刑
部
省
に
伺
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
旧
藩

の
権
力
は
い
ち
じ
る
し
く
後
退
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に

「
神
戸
藩
職
員
令
」

に
よ

っ
て
藩
庁

の
職
員
と
、
そ
の
事
務
分
掌
を
み
る
と
、
僅

々
二
六
人
よ
り
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
数
を
示
す
も

の
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
か
ら
、
正
確
に
は
表
3
の

「
知
事

・
士
族

・
卒
官
禄
」
か
ら
推
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
解
説
中

「
長
野
治
所
」
と
い
う

の
は
、
河
内
国
で
の
領
地
を
支
配
す
る
た

め
長
野
に
お
か
れ
た
も
の
で
、
職
員
は
こ
こ
で
は
正
権
少
属

二
人
と
な

っ
て
い
る
。

「
土
著

ノ
吏

ト
治
所
ノ
庶
務
ヲ
総
理

ス
」
と
あ
り
、
支
配
所

の
長
と
し
て
、
村
役
人

や
大
庄
屋
を
し
た
が
え
た
旧
代
官
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
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次

に

五
分
課

に

つ
い
て

の
細
部

を
み
る
と
、

左

の
通
り

で
あ
る
。

1
、
会

計
課

(職
員
)

大
属

一
、
権

大
属

一
、

少
属

一
、

権
少
属

一
、
史
生

二
、

使
部

四
、

計

一
〇
人
。

(職
務
)
金

穀
出
納

・
秩

禄

・
営

繕

・
用
度
な
ど
を

管

掌
す

る
も

の

で
、

重
要
な
部

門

で
あ

る
か
ら

、
職
員

の
配
置
も
多

か

っ
た
。

2
、

軍
事
課

(職

員
)
大

属

一
人
。

(職

務
)
守

衛

・
軍

備

・
演
武

な
ど
を
管

掌
す
る
も

の

で
、

有
事

の
際

に
は
軍
監

を
兼

ね
る
。

し
か

し
、
兵

制
の
事
は

(
軍

務

ノ
官

員

二
委
任

ス
」
と

あ

っ
て
、

具

体
性

を
欠
き
、

整
備

の
途

上

に
あ

っ
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

3
、
刑

法
課

(職
員

)
大
属

一
、
権
少

属

一
、
史

生

一
、
使

部

二
、

計
五
人
。

(職
務

)
獄

を
決

め
、
刑
名

を
定

め
、

捕
縛

・
囚
獄

等

の
事

を
総

理
す

る
。
少

属
は

そ
れ
を
助
け
、

文
案
を
勘
し
、

史
生

は
記
録
し
、
使

部

は
巡
羅

・
捕
縛

等

に
任

ず

る
。
但

し

「
死
罪
」

の
こ
と

は
刑
部
省

へ
の

↑
伺

い
」

を
必
要

と
し

た
の
は
前
述

の
通

り

で
あ

る
。

4
、
学
校

課

(職
員
)

権
大
属

一
人
。

(職
務
)

校
内

の
庶

務
を
総

理
す

る
も

の
で
、

「
学

校

ハ
学
校

官
員

二
委
任

ス
」
と
あ

る
が
、

具
体

的
に
は
何
事
も

記
さ
れ

て

い
な

い
。

教
育

の
基

本
方
針
確

立
に

は
ま
だ
手

が
届
か
ず
、

と

い
う
状
態

で
あ

っ
た
ら

し

い
。

5
、

監
察

課

(職
員
)

大
属

一
、
権

大

属

一
、

使
部

三
、
計

五
人

。

(職
務
)

「
法

ヲ
執

リ
、
律

ヲ
守

リ
、

非
違

ヲ
糺
弾

シ
、
巡
察

ノ
事

ヲ
掌

ル
」

と
あ
る

と
こ
ろ
よ

り
、
警

察

の
業

務
を
掌

る
も

の
で
あ

っ
た
。
刑
法

と
監
察

と
を
分

離
し
、
し

か
も
多

く

の
職
員

を
配
置

し
て

い
る
の
は
、

や
は

り
当
時

の
治
安
情
況

を
反
映

し
て

い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
三
年
神
戸
藩

の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て
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明
治
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年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

要
す
る
に
、
新
藩
制
は
、
明
治
新
政
の
開
明
性
を
高
く
掲
げ

つ
つ
、
旧
藩
制
に
比
し
て
、
軍
事

・
教
育
に
お
い
て
具
体
性
を
欠
き
中
央
政
府
の
指
導

へ
の
期
待
が
強
く
、

刑
法
に
お
い
て
は
極
刑
を
執
行
す
る
の
権
能
も
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
封
建
的
独
裁
制
は
色
あ
せ
る
と
同
時
に
、

一
藩
」

の
自
主
制
は
い
ち
じ
る
し
く
削
減

さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
封
建
制
か
ら
中
央
集
権
的
な
国
県
制

へ
の
中
間
型
に
移
行
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
経
理
面

の
取
調
書
を
み
て
お
こ
う
。

三
、
歳

入

・
歳
出

見
込
取
調
書

ま
ず
、

旧
藩
時
代

の
歳
入

の
基
本
と
し

て
、

藩
主
本
多
家

に
対
す

る
幕
府

の

「
領
知
目
録
」

の
う
ち
、

も

っ
と
も

幕
末
期

に
近

い
安
政

二
年

の
も

の
を
表
示
す

る
と
表

2
の
通

り

で
あ

る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
表

高
は

一
万
五
千
石
、

そ
れ

に

「
入

高
」

が

一
、

五
六

三

・
九

三
七
石
、

「
新
開

改
出

」
が

三
七

二

・
三
五

五
石
、

計

一
、

九

三
六

・
二
九

二
石
を
加

え
た

一
万
六
、

九

三
六

・
二
九

二
石

が
内

高
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

新
制
神
戸
藩

の

[
歳

入

・
歳
出

見
込
調
査

書
」

で
も
、

こ
の
数
字
は

そ
の
ま
ま
、
引

き
継
が
れ
、

そ

こ

へ

「
以

後

新
開

の
分
」

二
四

・
五
九
七
石

が
加

わ
り
、

一
万
六
、
九

六

〇

・
五
六

九
五
石
が
内
高

と
な

っ
て

い
る

。

こ
の
正
租

(租
税

の
実

米
高
)

は
、
太
政
官

の
布
令

に
し

た
が

い
、
元

治
元
年

か

ら
明
治
元
年

ま

で
の

五
年

間
を

平
均
し
た
額

で
、
六
、

四

三
七

・
三
二
八
三
石
と
な
る
。

そ

れ
に
、

口
米

一
九

三

・

一
九
九

石
、
雑

税

(
口
米

共
)

が

三
八

・
八

三
二
六

石
、

そ
こ

へ
金
納

の
雑
税

が
四
両

・
永

九

一
六

文
、

こ
れ
を
米

に
直
し

た
○

・
六

一
四
五

石
を

加

へ
六
、

六
六
九

・
八
九

五
三
石
が
物
成
と

な
る
。
収
納
率

三
九

・
三
%

で
、

こ
れ
が

「
歳

入
見
込
取

調

書
」

の
数

字

で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
、

「
歳
出

見
込
取
調
」

と

い
う

の
は
支
出
予

算
書

で
あ
る
が
、

こ
れ
を
ま
ず

表
示
し

て
み

よ
う

(表

3
)
。こ

れ
を
み

る
と
、
支
出

の
最
高

は
、

華

・
士
族

・
卒

の
家

禄

で
、

総
計

の

三
七
%
を
占

め
、
第

二
位

は

陸

・
海
軍

表2安 政2年 、本多伊予守領知 目録

草高(石)

 

名村国名 「郡名

9800.436

〔1621.661

1

2310.517

32x3.3585

十 日市場 、矢 田部、地子町、矢橋、寺家

西条、南 長太 、山辺、河 田、高岡、柳 、

木 田、同新 田畑、十宮 、国分、同新 田

上田、同新 田畑、高宮 、同新田、汲河原

甲斐

 

河

曲

日永の内、同浜新田、同新田

原、 日野、清水 、流谷 、天見、鬼住(葛

野共)、寺本 、長野、伏見堂、新家、小深

廿山、板持 、甲田の内、同新 田

 

鈴

鹿

三
重

伊

勢

錦

部

河

内
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明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
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つ
い
て

表3歳 出 見 込 一 覧

歳 出 費 目 歳出米(石)% 歳 出 費 目 歳出米(石)°o

庁 中 諸 費

用 度

河内国支配地出張所年貢

東京官邸入費

河内国出張所グ

知事朝集官員旅費等

駅逓入費

学校 〃

巡察it

海 陸 軍 資

海軍資金毎年上納の分
i/藩 庁に備置の分

陸軍費(残 存は余備)

767.500

50.000

2.600

160.000

144.000

16a.000

43.000

200.000

7.900

ユユ

i200.57115':19

300.14029

300.14029i

600.2905711

扶 持 給 分

普請扶米

養老費典

救 助 米

罪人飯米

272.aaa

72.000

:/111

ioo.000

20.000

4

使 部(11人)

準 使 部(4人)

随 使(4人)
士族非役取締(2人)

障 ク(2人)

i学 校教師(2人)

助 教(1人)

1助 教試補(4人)
1句 読得業生(5人)

使 童(2人)

東京 ・河内勤番官禄

薩灘}鯨
権 少 属(2人)河 内

堤 防

41.260

12.000

8.000

5.000

3.500

25.000

6.500

15.000

15.000

2.400

123.500

67.500

21.000

ia.aoo

5.ooa

Zo.ooa

1

128.00012

営 繕

知事 ・士族 ・卒官禄

知 事(1人)

大 参 事(1人)

権大参事(2人)

少 参 事(2人)

大 属(4人)

権 大 属(4人)

少 属(4人)

権 少 属(4人)

史 生(5人)

庁 掌(2人)

i88・oooi1

9600.160

ia5.000

50.000

65.000

42.500

./1/1

50.000

33.000

26.000

25.000

10.aoo

準 卒 以下 年 給

準 卒(25人)

仕 丁(16入)

郷中役人共給米

町役人 ・荷役人共//

郷町丼林番人 〃

259.550

125.000

s4.000

42.700

15.850

12.000

4

華 族 ・士族 ・卒家禄

華 族(1家)

士 族(107家)

卒(43家)

一 代 限(12家)

2459.48953137,vv・ ・vvvv

666.98953;

1362.00000

321.5° °°°'

1009.00000

藩 債 元 利

貸塵・僻 より予剣

ll総
計

577.4253619
166.2392613

6642.196041100

(注)原 文の小計には多少誤りがあると思われるのでこの表にはあらためて集計 したものをのせた。
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明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

事
費
で
、

一
九
%
を
占

め
る
。

つ
ま
り
、
旧
藩
主
と
家
臣
団
の
生
活
保
障
費
と
、
軍
事
費
と
の
た
め
に
、
歳
入
の
五
〇
%
以
上
を
消
費
す

る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

右

の
う
ち
、
軍
事
費

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

海
陸
軍
資
之
儀

二
付
、
曽
テ
御
下
問
ヲ
蒙
リ
、
其
節
奉
答
候
通
、
五
分

一
ヲ
見
込
、
其

一
半
ヲ
以
テ
海
軍
資

二
充
テ
、

一
半
ヲ
藩

ノ
陸
軍
資

二
充
テ
申
候
、
尤
増
額

ノ
分

ハ
藩

二
備

へ
置
キ
御
用
之
節
可
奉
差
上
候
、
其
割
方
左
之
通

二
御
座
候

軍
事
費
は
、
政
府

の
指
定
通
り
、
歳
入
総
額
の
五
分
の

一
を
充
て
、
そ
れ
を
海

・
陸
に
二
分
し
て
い
る
が
、
海
軍
費

の
半
額
三
〇
〇
石
余
は

[
毎
年
上
納
之
分
L
と
な

り
、
残
余

の
三
〇
〇
石
余
は
、

「
藩
庁

二
残
備
置
之
分
」
と
あ

っ
て
、
こ
れ
は
結
局

「
増
額
」
と
し
て
政
府
に
吸
上
げ
ら
れ
る
分
で
あ
ろ
う
。
残
る
半
額
の
六
〇
〇
石
余

が
陸
軍
費
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
使
途
に
は
何

の
記
載
も
な
い
。
前
述

「
神
戸
藩
職
員
令
」
の
軍
事
課

で
は
、
大
属

一
人
の
み
が
こ
こ
に
配
属
さ
れ
、
一
兵
制
ノ
事

ハ
軍
務
ノ
官
員
に
委
任

ス
」
と
あ
る
が
、
B
文
書
の

「
士
族

・
卒
家
禄
草
案
」
や

「
士
族
禄
制
」
を
み
て
も
、
近
代
的
軍
隊
は
ま
だ
編
成
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ず
、

㈲

旧
藩
兵
の
建
制
を
慣
用
し
て
い
た
か
に
思
わ
れ
る
。

次
が

「
庁
中
諸
費
」
、

つ
ま
り
藩
行
政
費
が

=

%
、
そ
の
役
人
の
俸
給
が

一
〇
%
と
な
る
が
、

藩
債
元
利
が
九
%
で
、

そ
れ
に
次
ぐ
と
い
う
状
態

で
あ
る

(
「
公
癬

入
費
」
と
見
込
ま
れ
た
も

の
、
後
出
)
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
士
族

・
卒
非
役
取
締
役
四
人
と
学
校
職
員
ら

一
四
人
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
後
者

こ
う

㈲

は
五
分
課
に
記
さ
れ
た

「
学
校
官
員
」
と
使
童
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
藩
に
は
、
幕
末
期

に
は
教
倫
堂
と
い
う
藩
校
が
あ
り
、
掌
教
以
下
数
人
の
教
師
が
い
た
。
右
の

「
学
校
官
員
」
は
こ
の
漢
学
者
流
の
教
師
ら
を
、
学
校
の
庶
民
化
に
合
せ
て
増
員
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
藩
校
の
域
を
出
な
か

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。

右
に
次
ぐ
も

の
と
し
て
は
、

「
準
卒
以
下
年
給
」

(四
%
)
は
庶
民
層
、
お
よ
び

そ
の
出
身
者

へ
の
俸
給
で
、
町
村
役
人
給
米
な
ど
も

こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
そ
れ
に
次

ぐ

「
扶
持
給
分
」

(
四
%
)
の
中
に
あ
る
養
老
費

・
救
助
米
な
ど
、
わ
ず
か
に
社
会
福
祉
的
な
も
の
と
い
え
る
が
、
維
新
の
も
た
ら
し
た
社
会
不
安
、
と
り
わ
け
明
治
二

年

の
大
凶
作
は
、
神
戸
藩
農
民
に
は
何
の
被
害
も
与
え
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
の
み
か
、
堤
防

(
二
%
)
の
ほ
か
農
業
や
諸
産
業

の
助
成
費
ら
し
い
も

の
も
見

当
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
段
階

で
は
、
藩
か
ら
納
税
者
に
還
元
さ
れ
る
も
の
は
、
き
わ
あ
て
稀
薄
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
引
続

い
て
、

「
米
札
切
捨
目
的
」
と

「
藩
債
為
済
方
目
的
」
の
二
項
目
が
あ
る
。

こ
の

「
目
的
」
と
い
う
の
は
、

「
計
画
」
と
も
い
う
べ
き
用
語
で
、
前
者
は

こ
の
藩
で
発
行
し
て
い
た
米
札
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
藩
札
の

一
種

で
、
札
面
に
米
の
石
数
と
代
価
を
記
し
、
領
内

に
通
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
切
捨
目
的
」
と
は
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そ
の
切
捨
て
の
計
画
を
記
し
た
も

の
で
、
総
額
三
万
九
、
九
三
五
両

一
分
を

一
力
年

一
、
五
〇
〇
両
か
ら

五
、
○
○
○
両
ず

つ
を

一
五
力
年
間
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

一
五
力
年
と
い
え
ば
、
明
治
十

八
年
完
了
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
但
し
、
そ
の

「
切
捨

て
」

の
方
法
は
記
載
が
な

い
の
で
不
明

で
あ
る
が
、
旧
藩
時
代
か
ら

の
例
が
物
語
る
よ
う
に
、

い
ず
れ
は
庶
民
の
損
失
を
結
果
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
藩
債
に
つ
い
て
は
、
総
額
五
万
六
、
八
七
七
両

二
分
と
永
五
七
文
四
分
、

そ
れ
を
石
に
換
算
し
て
、

一
力
年

の
元
利
が
七
〇
〇
石
と
あ
る
。

そ
れ
も
新
債

五
八

〇
石
、
古
債

一
二
〇
石
と
あ
る
が
、
新
古
の
別
は
明
治
元
年
を
境
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
藩
債

の
消
却
は

一
〇
力
年

の
計
画
で
、
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
前
述
の

よ
う
に
公
癬

入
費
よ
り
五
七
七
石
余
、
他
は
知
事
、
お
よ
び
士
族

・
卒

の
家
禄
よ
り
差
出
す
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
件
に

つ
き
、

B
文
書
に
よ
る
と
、

「
朝
旨

二
基
キ
」
、
知
事
以
下
の
家
禄
を
も

っ
て
、
約
五
分
通
り
を
も

っ
て
済
方
に
差
加
え
る
こ
と
、

と
あ
る
が
、

更
に

[
別

紙
」
を
も

っ
て
そ
れ
に
触
れ
、
い
ず
れ
も
減
俸
に
な

っ
て
い
る
の
で
、

「
五
分
通
分
賦
」
も
難
渋
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
士
族

・
卒
ノ
分

モ
家
禄

ヨ
リ
差
出
候
間
不
及
其
儀

候
事
」
と

い
う
知
事

の
布
達
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
布
達
の

「
家
禄
」
が

「
知
事
の
家
禄
」
と
い
う
こ
と
で
、
士
族
ら
の
家
計
不
如
意
に
対
す
る
知
事

の
懸
念
と
恩
恵

に

よ
る
も

の
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
主
従

の
絆
の
残
存
は
、
窮
極
的
に
は

「
政
令
帰

一
」
を
妨
げ
る
要
素
と
し
て
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
士
族

・
卒

の
法
令

と
家
禄

B
文
書

は
、

士
族

・
卒

に
関
す

る
も

の
を
内

容

と
し
、

日
付

は

三
年
閏
十

月
と

な

っ
て

い
る
が
、

そ

の
表

題
は

左

の
通
り

で

あ
る
。

1
、

士
族

・
卒

法
令

2
、

士
族

・
卒

家
禄
草

案

3
、
士

族

・
卒
禄

制

右

の
う
ち

、

「
士
族

・
卒
法

令
」

と

い
う

の
は
士
族

・
卒

に
与
え

た
法

度

の

こ
と

で
あ

る
。

旧
藩

時

代

の

「
家

中
諸
法

度
」

に
あ
た

る
も

の
で
、

の

(
九
皐

抄
」

に
収
あ

ら
れ

た
正
徳

元
年

の

「
諸

法
度
」

と
比

較
し

つ
つ
、

そ

の
特
色

を
考

察
し

て
み

よ
う
。

ま
ず

、

「
諸
法
度

」

(以
下

「
法
度
」

と
略

称
す

る
)

で
は
、

第

一
条

に
、

一
、

公
儀
御

法
度
之

趣
弥

堅
可
相

守
事

明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

い
ま
家
老
武
井
房
雅
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明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

と
あ

る
の
に
対
し
、

鞠
士
族

・
卒

法
令
L

(以
下

「
法
令

」
と
略
称

す
る
)

で
は
、

一
、

朝
廷
御

政
令

謹

テ
遵

奉

ス

ヘ
キ
事

と
変

っ
て

い
る
。

「
公
儀
」
か

ら

「
朝

廷
」

へ
と

い
う
政

権

の
推

移
が
示

さ
れ

て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、

以
下

「
法
度
」

で
は

三
三
条
と
条

数
が
増

え
て

い
る
も

の

の
、

そ
の
内

容

は
、

ほ
ぼ

一
致
し

て
い
て
大

き
な
変
化

は
な

い
。

た
と

え
ば
、

87654321
、 、 、 、 、 、 、 、

 

こ
の
よ
う
な
規
制

が
、

藩
制

的
家

臣
統
制

の
遺
風
が
濃

厚

で
あ

る

こ
と
を
物

語
る

も

の
で
あ

ろ
う
。

し

か
し

、
新
時

代
を
思
わ

せ
る
新
し

い
条

項
も
あ

る
。

た
と
え
ば

「
法
令
」

の
中

に
、

一
、

四
民
婚

嫁
可

為
勝
手

事

と

い
う

一
条
が
あ

る
が
、

こ
れ
は
も

と
よ
り

「
法
度
」

に
は
あ

る
べ
か
ら
ざ

る
も

の
で
あ

っ
た
。

て
い
た

の
に
、

「
法
令
」

で
は
、

一
、

実
子
無
之
候

ハ
・
、
年

齢

二
拘

バ
ラ

ス
養

子
願

之
儀
可
為

勝
手
事

と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ

ら
は
家

や
家
督
と

い
う
も

の
の
観

念

の
変
化

を
示
す
も

の

で
あ

ろ
う
。

忠
孝

・
文
武

の
奨
励

、
廉
直

公
正
、
職

分
を
守

る
こ
と
。

尊
卑

の
等
級
、

長
幼

・
男
女

の
別
を

正
す

こ
と

。

酒
色

に
耽

る

こ
と

な
く
、
衣

・
食

・
住

の
節
倹

に

つ
と

あ
、
振
舞

・
贈
答

な
ど
奢

修
を
禁
ず

る

こ
と
。

私
論

・
争
闘

・
徒
党

・
強
訴

な
ど
厳
禁

の

こ
と

。

博
突

は
厳
禁

、
宿
主

は
本

人
よ
り
も
重
罪

の
こ
と
。

み
だ
り

に
漁

・
猟

の
た

め
農
村

へ
ふ
み

こ
み
、

竹
木

・
田
畑

を
荒
し
、
農
事

を
防
げ

な

い
こ
と

。

商
入

に
対

し
押

買

・
狼

籍
、

お
よ
び
暴
行

を
は

た
ら

い
て
は
な
ら

ぬ
。

無
断
遠
行
、

お
よ
び

他
国
人
宿
泊

を
禁
ず

る

こ
と
。

用
語

や
表
現

の
差

こ
そ
あ

れ
、

一
六

八
年

の
年
月

を
飛
び

こ
え
て
、

「
法
度

」

「
法

令
」

で
は

二

一
条

で
あ

っ
た

の
に
対
し
、

「
法
令

」

の
両

方

に
共

通
し

て
い
る
と

い
う

こ
と

は
、
ま
だ

幕

養
子
に
つ
い
て
も

「
法
度
」
に
お
い
て
は
、
諸
種
の
制
約
が
加
え
ら
れ
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さ

ら
に
、
消

費
生

活

に
対

す
る
奢
移

規
制

は
、
両
者

と
も

に
み

ら
れ

る
が
、

「
法
令

」

に
お

い
て
、
一
士

族

・
卒

家
禄
相

定
候

上

ハ
」

一
兵
農

一
致

ノ
意

ヲ
体
認

シ
テ
」

と
あ

る
よ
う

に
、
と
く

に

一
家
禄

」

や

[
兵
農

一
致
」

の
給

与
体
制

の
変
化

を
強

調
し

て

い
る

の
は
、

そ

の
結

果

と
し

て

の
士

族

・
卒

の
収
入

減

の
自
覚

を
促
す

た

め

で

あ
ろ
う
。

「
法

令
」

に
続

く

噛
別
紙
」

の
中

で
、

「
暫

減
禄

申
付
候

間
」

と
あ

る
の
は
、
次

に
示
す

「
士

族

禄
制
」

が
、

か
な

り

の
減

禄

の
結

果

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を

語

っ
て

い
る

の

で
あ

る
。

そ
れ

で
は
、

士
族

・
卒

の
減
禄

は
、

こ
の
藩

で
は
ど

の

よ
う
に
具

体
化

さ
れ

て
い

る
の
で
あ
ろ

う
か
。

(
卒

脱

力

)

ま
ず

、

そ
れ

に

つ
い
て

網
士
族

・
卒

家
禄
草

案
」

で
は
、

各

階
層

に
応

じ
た
支
給

額
が
決

め

ら
れ

て

い

る
。

そ
れ

に
、

一
士

族
禄
制
」

な

る
項

目

に
記

さ
れ
た

入
数

と

表4士 族 ・卒家禄一覧

家数i支 給額(石)

1
107

9

10

ii

6!
16

55
i

43

ti

19
1

13

1362

igo

180

176

84

ユ92

550

321.5

88

142.5

91

,グ

10人扶持 グ

12石3人扶持先、代物頭以上 ン

馬廻組並以上、家老分家 ク

中小姓並以上 ク

卒 計

グ散人 ノ

13

該 当 者 資 格

士族計

従来100石 以上家督の家

グ50石i

グ

ク

ク

従来徒士家督の家

グ小頭

家禄(石)

163

109

1792.5

一 代限(10石6家
、7石7家)

総 計

 

20

18

16

14

12

10

8

7.5

7

総
額

と
を
加

え
、
表

示
し

て
み
よ
う

(表

4
)
。

家

禄

の
み
を
も

っ
て
す
れ
ば

、
家
臣

中

最
高

の

一
〇
〇

石
以
上

の
も

の
、
お

よ
び
家

老
を

三
代
以

上
続

け

た
も

の

で
も

、
現
米

二
〇

石

で
そ
れ

に
次
ぐ

五
〇

石
以

上
家
督

の
家
は

一
八
石

で
あ

る
。

そ
れ

で
、

士

族

・
卒

の
総
計

一
六

三
家
の
う
ち
約

六

八

%

の

一

一
〇
家
が
、

一
〇
石
以

下

の
貧

民
層

で
あ

っ
た
。
し

か

も
、

家
禄

は

人
で
は

な
く
家

に
給

せ
ら

れ

る

で
あ
る
か

ら
、

そ
れ

で

一
家

を
養

育

せ
ね
ば

な

ら
な
か

っ
た

の
で
あ
り
、

一
別

紙
」

通
達

に
も
、

「
隠

居

・
部

屋
住
」

に
は
給

禄

が
な

い
の

で
、

「
才

能

二
因
リ
官

禄

ヲ
以
被
召
仕

候
事
」

と
あ
り

、
ま
た

[
政

令
L

の
中

で
、

一
、

文
武
熟

達

ノ
者

ハ
、

二
三
男

タ

リ
ト

モ
詮
議

ノ
上
賞

賜
、

且
役
員

二
登

用
可
申

事

と
あ

る

の
は
、
頭
脳

・
技
術

の
藩
外
流

出

を
防
ぐ

と

い
・つ
意
味
も

あ

っ
た

の
で
あ

ろ
う
が
、

そ
れ
が
何

程

効
を

奏
し
た

で
あ

ろ
う

か
。

前

掲

[
歳

出
見
込

取
調
」

(
A
文
書

)

で
は
、
官

禄
受
給

者

は
知
事

以
下

七

二
人

と
な

っ
て
い
る
。

た

と

い
そ

の
全

部
が
藩

の
士
族

・
卒
を
も

っ
て
充

足
さ

れ

る
と
し

て
も
、
総

計

一
六

二
家

あ

っ
た

の
で
あ

る

か
ら
、

そ

の
大
部
分

は
、

い
わ

ゆ
る

「
非

役

士
族

・
卒

」

と
し

て
最
低

生
活

の
中

に
放

置
さ

れ

て

い
た
も

の

で
あ

ろ
う
。

明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

一77-一 一
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明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

「
法
令
」
で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
次
の

一
力
条
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

一
、
帰
農
商
見
込
有
之
者

ハ
可
願
出
事

こ
れ
も
、
も
と
よ
り

「
法
度
」
に
は
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
条
項
で
、
士
族
中
心
の
封
建
的
階
層
社
会
を
、
お
の
ず
か
ら
否
定
す
る
も

の
で
あ

っ
た
が
、
筋
骨
の
衰
え
た
侍

た
ち
の
帰
農
が
容
易

で
な
か

っ
た
よ
う
に
、

い
た
ず
ら
に
格
式
や
面
目
に
拘
泥
す
る
侍
た
ち
が
、
き
び
し

い
商
略

の
世
界

で
の
失
敗
は
火
を
み
る
よ
り
明
ら
か
で
、

「
士

族

の
商
法
」

の
語
り
草
が
、
よ
く
そ
の
様
相
を
伝
え
て
い
る
。

「
法
令
」

の
中
に
、
次

の
よ
う
な
条
目
が
あ
る
。

(
マ
マ

)

一
、
妄

二
政
令

ノ
得
失
、
及

ヒ
人
ノ
長
短
ヲ
議
論

シ
、
並

二
人
ノ
陰
私
ヲ
計
キ
、
人
ノ
悪

ヲ
成

ス
ノ
類
、
皆
各
自
相
慎

ム
ヘ
キ
事

一
、
徒
党

ヲ
結

ヒ
、
非
理
ノ
建
訟

・
強
訴
ヲ
起

ス
ハ
厳
禁

ノ
事

こ
れ
ら
の
条
項
は
、
庶
民
に
対
し
て
は
該
当
す
る
も

の
で
あ

っ
て
も
、
士
分
の
も

の
に
対
し
て
は
あ
り
得
ず
、

「
法
度
」

に
も
発
見
で
き
な
い
も

の
で
、
明
治
初
期
の

特
色
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
各
地
で
の
政
府
要
人
の
暗
殺
や
長
州
で
の
諸
隊
の
騒
擾
な
ど
、
新
政
策
に
対
す
る
不
平

・
不
満
が
末
端
士
族
の
な
か
で
う

っ
積
し
て
い
た

の
が
爆
発
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
が
て
と
く
に
維
新
戦
争
に
功
績
の
あ

っ
た
地
域
で
の
士
族

の
叛
乱

に
ま
で
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

明
治

三
年
と
い
う
時
点
の
神
戸
藩
に
お
け
る
現
実
問
題
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
件
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
非
役
の
士
族
や
卒

の
取
締
役
を
二
人
ず

つ
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も

(表
3
)
、
そ
の
動
機
は
多
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注
目
を
要
す
る
の
は
、

こ
う
し
た
不
平
士
族
ら

の
反
抗
気
分
を
、

い
さ
さ
か
で
も
削
減
す
る

作
用
を
し
た
の
が
、

当
時
ほ
う
は
い
と
し
て

起

っ
た
百
姓

一
揆

の
鎮
圧

に
、
藩
兵
を
立
ち
向
か
わ
せ
、
ま
た
失
業
士
族
を
使
役
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

お
し

げ
ん
に
、
土
屋
喬
雄

.
小
野
道
雄
編

『
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
」
を
み
て
も
、
明
治

二
年
十
月
、
伊
勢
国
に
お
け
る
忍
藩
の
飛
地
の
七
〇
力
村
余
で
、

一
万
人
を
超
え

る
農
民
蜂
起
、
庄
屋
宅
は
じ
め
数
十
軒
を
減
免
を
要
求
し
て
打
殿
し
、
放
火
す
る
騒
擾
と
な

っ
た
。

こ
の
と
き
、
桑
名

・
菰
野
な
ど
隣
接
の
諸
藩
か
ら
鎮
圧
の
た
あ
、
藩

兵
を
派
遣
し
、
神
戸
藩
も
出
兵
し
た
と
あ
る
が

(
二
七
〇
頁
)
、
藩
側
に
は
そ
の
史
料
は
な
い
。

し
か
し
、
年
代
は
少
し
下
る
が
、
明
治
九
年
の
地
租
改
正
反
対

の
全
国
的
な
騒
擾
に
あ
た

っ
て
は
、
愛
知

・
岐
阜

・
堺
と
と
も
に
三
重
県
が
激
甚
地
と
し
て
知
ら
れ

て

お
り
、
『
新
編

.
鈴
鹿
史
の
歴
史
」

で
は
、
こ
の
と
き
旧
神
戸
藩
士
族
七
〇
余
名
が
勇
躍
鎮
圧

に
立
ち
向
い
、
殺
数
を
行

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

(
二
三
五
頁
)
。
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ま

さ
に
血

を
も

っ
て
血
を
洗

う
惨
劇

で
あ

っ
た

が
、

ω

あ

っ
た

の
で
あ

る
。

お

わ

り

に

貧
窮
士
族
と
貧
窮
農
民
と
は
、
明
治
維
新
の
生
ん
だ
落
し
子
で
あ

っ
た
。
神
戸

の
惨
劇
は
、
日
本
全
体
の
縮
図

で

廃
藩
置
県
は
、
明
治
四
年
七
月
に
強
行
さ
れ
た
。

そ
の
前
年
の
九
月
か
ら
、
新
政
府
の
強
力
な
指
導
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
藩
制
改
革
は
、
そ
の
前
提
で
あ

っ
た
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
作
製
さ
れ
た
藩
制
取
調
書
は
、
そ
の
努
力
目
標
と
も

い
え
る
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
時

に
そ
れ
は
、
当
時

の
藩

の
か
か

え
る
諸
問
題
を
意
識
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か

っ
た
は
ず

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
当
時
の
藩

の
情
況
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

終
り
に
あ
た

っ
て
そ
れ
を
整
理
し
て
結
論
に
代
え
て
お

こ
う
。

1
、

「
藩
庁
規
則
」

と
職
員
構
成
の
特
色
と
し
て
は
、
「
人
民

の
た
め
の
政
治
」
を
標
榜
し
な
が
ら
、
依
然
旧
藩
制
的
な
人
的
構
成
と
序
列
に
よ

っ
て
組
立
て
ら
れ
、

軍
事
、
教
育
な
ど
、
近
代
化
を
要
求
さ
れ
る
重
要
部
門
に
お
い
て
も
、
確
た
る
基
本
方
針
を
欠
き
主
体
性
が
乏
し

い
。

2
、
財
政
面
か
ら
み
る
と
、
旧
藩
主
と
藩
士
の
家
禄
と
軍
事
費
と
で
、

五
〇
%
以
上
も
消
費
す
る
が
、
農
民
救
済

や
生
産
助
成
な
ど
に
関
す
る
予
算
は
皆
無
で
、
生

産

の
近
代
化
に
適
応
す
る
健
全
農
家

の
育
成
な
ど
は
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、

一
御

一
新
」
の
期
待
に
反
し
た
貧
窮
農
民
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。

3
、
士
族

の
家
禄
は
徹
底
的
に
引
下
げ
ら
れ
、
家
老
級
の
士
で
も
、
現
米

二
〇
石
以
下
に
限
定

さ
れ
る
。
そ
し
て
卒

を
合
せ
て
、
全
体
の
約

六
八
%

の

=

○
家
が
、

一
〇
石
以
下
の
低
所
得
層
と
し
て
残
さ
れ
、
こ
れ
が
農
民
の
窮
乏
と
相
ま

っ
て
世
相
不
安
の
原
因
と
な

っ
た
。

4
、
元
利
合
計
七
〇
〇
石

の
藩
債
が
あ
り
、
そ
の
償
却
の
た
め
に
、
右

の
う
ち

五
七
七
石
余
が
公
癬
入
費

(支
出

の
約
九
%
)
と
な

っ
て
藩
の
予
算
を
い
ち
じ
る
し

く
圧
迫
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み
か
、
そ
の
残
余
の

一
部
を
士
族
ら
が
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
旧
藩
主
の
恩
恵
な
ど
と

い
う
姑
息
な
手
段
で
は
な
く
、
国
家

権
力

の
威
力
を
も

っ
て
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ

っ
た
。

5
、
財
政
の
基
本
と
し
て
、
従
来

の
石
高
制
を
廃
し
、

一
切
実
米
を
も

っ
て
し
た
と
こ
ろ
に
、
多
分

に
合
理
性
が
み
と
め
ら
れ
た
が
、
神
戸
藩

で
も
す
で
に

一
部
貨

幣
納
が
先
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
統

一
税
制
確
立
の
た
め
に
は
貨
幣
納

へ
の
全
面
転
化
が
要
求
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、
明
治
三
年
段
階

の
神
戸
藩

で
は
、
新
政
の
粧

い
を
色
濃
く
ま
と
い

つ
つ
、
古

い
藩
制

の
残
津
が
強

い
足
か
せ
と
な

っ
て
、
政
治
の
運
営
を
阻
害
し
て
い
た

明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て
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明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て

と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。

明
治
五
年
以
降
、
中
央
集
権
国
家
確
立
の
た
め
に
、
次
々
と
打
出
さ
れ
た
戸
籍
編
成

・
学
制
頒
布

・
地
租
改
正

・
徴
兵
令
施
行

・
旧
藩
債
の
処
分
な
ど

一
連
の
新
政
策

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
当
局
の

一
部
に
よ

っ
て
策
動
さ
れ
て
い
た
廃
藩
置
県
が
強
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
必
要
性
は
、
こ
う
し
た
畿
内

の

一
小
藩
に
も
あ

ら
わ
れ

て

い
た
と

み
る

こ
と
が
で
き

よ
う
。

注ω

享
保
元
年

「将
軍
宣
下
留
」、
「御
定
書
享
保
集
成

(仮
題
)
」
な
ど
の
ほ
か
、
任
免

・
贈
答
な
ど
に
関
す
る
初
紙
が
多
数
あ
る
。

②

忠
統
の
学
業
に
つ
い
て
は
、
衣

斐

弘

行

氏
の

「文
学
史
覚
え
書
-
猜
蘭
の
詩
1
」

(『涼
火
』
12
)
に
く
わ
し
い
。
な
お
、
本
多
家
に
は
、
よ
く
読
み
込
ま
れ
た

「
政
談
」

(
三
冊
)
が
残
さ
れ
て
い
る
。

㈲

幕
末

・
維
新
期
の
情
勢
に
つ
い
て
は
、
仲

見

秀

雄

氏
の

コ
廃
藩
前
後
の
神
戸
藩
」

(『
三
重
史
学
』

一
四
号
)
、
お
よ
び

「維
新
前
後
に
お
け
る
神
戸
藩
」
(
『神
戸
史
談
』

七

・
八
号
)
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
。
な
お
、
神
戸
町
調
査
に
あ
た

っ

て
は
氏
よ
り
い
ろ
い
ろ
と
こ
指
教
を
得
た
。
こ
こ
に
併
記
し
て
謝
意
に
代
え
た
い
。

ω

忠
貫
を
養
子
と
し
て
迎
え
た
と
き
、
そ
の
初
入
国
に
あ
た
り
、
養
祖
父
の
忠
升
が
、

新
領
主
と
し
て
の
心
得
を
訓
し
た

「旅
の
夢
」
と
称
す
る
手
記
が
、
本
多
家
に
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
藩
の
財
政
不
如
意
の
実
情
と
、
そ
の
対
策
と
を
述
べ
た
箇
所
が

印
象
的
で
あ
る
。

㈲

河
内
国
の
領
地
は
、
河
内
木
綿
の
産
地
に
し
て
、
大
阪
市
場
を
ひ
か
え
、
商
品
流
通

の
さ
か
ん
な
地
域
で
あ

っ
た
。
そ
の
上
、
租
税
は
貨
幣
納
で
あ

っ
た
か
ら
、
藩
財
政
の

ド
ル
箱
と
も
い
う
べ
き
重
要
地
域
で
あ

っ
た
。

⑥

伊
勢
山
田
奉
行
は
、
本
来

一
千
石
級
の
旗
本
の
役
職
で
、
大
岡
忠
相
が
こ
こ
か
ら
将

軍
吉
宗
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
幕
末
期
緊
迫
し
た
内
外
情
勢
に
対
応

し
て
、
大
名
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
任
務
は
、神
宮
警
衛
、

遷
宮
の
造
営
、
伊
勢

・
志
摩
の
天
領
管
理
、
神
領
内
の
裁
判
な
ど
で
あ

っ
た
が
、
幕
府

側
に
と

っ
て
も
、
朝
廷
側
に
と

っ
て
も
、
枢
要
な
地
域
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
厳
し
い

対
立
の
時
代
に
中
立
を
守
る
に
は
絶
好
の
地
位
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

ω

後
掲
B
文
書

の

「別
紙
」
に
、

「今
般
改
革
ノ
家
禄

ハ
当
午
十
月

ヨ
リ
賜
リ
、
九
月

迄
ノ
分
ハ
従
前

ノ
通
リ
相
渡
候
事
」
と
あ
り
、
九
月
下
命

の
改
革
は
、
早
速
実
施
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
仔
細
に
み
る
と
各
項
の
石
数
や
人

員
に
、
前
後
に
誤
差
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
こ
の
十
月
の
調
査
書
が
き
わ
め
て
流
動
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

㈲

明
治
三
年
九
月
の
太
政
官

の
布
令
に
よ
れ
ば
、

「常
備
兵
力
は
士
官
を
除
き

一
万
石

に
兵
員
六
〇
人
」

「
海
軍
は
英
吉
利
式
、
陸
軍
は
仏
蘭
西
式
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
神
戸
藩
で
は
海
軍
は
費
用
を
上
納
す
る
の
み
、
常
備
兵
力
と
し
て
は
、

一
万

五
千
石
で
あ
る
か
ら
兵
員
は
九
〇
入
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
A
文
書
の
軍
事
課
で

は
庶
務
を
兼
ね
た
大
属

一
人
が
配
属
さ
れ
、し
か
も
有
事
に
は
軍
監
を
兼
ね
る
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
最
高
司
令
官
兼
参
謀
長

]
人
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
だ
け
で
、
後
は
何

一
つ

明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

⑧

神
戸
藩
は
、
歴
代
藩
主
に
教
育
熱
心
な
人
物
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
原
因

と
し
て
は
、
藩
主
が
江
戸

・
大
阪

・
京
都
と
絶
え
ず
各
地
で
役
職
に
つ
け
ら
れ
て
い
た

の
と
、
貧
し
い
小
藩
で
あ

っ
た
か
ら
、
と
く
に
家
中
諸
侍
の
品
行
を
正
す
必
要
が
あ

っ

た
た
め
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
こ
の
藩
の
伝
統
と
も
い
え
る
も
の
が
あ

っ
た
。

藩
祖
忠
統
は
前
述
の
よ
う
に
本
格
的
な
祖
練
学
徒
で
、
早
く
も
江
戸
藩
邸
に
成
章
館
、

国
元
に
は
三
教

堂
を
建
て
た
。
後
世
に
至
り
、
松
平
定
信
の
朱
子
学
振
興
策
に
よ

っ
て

朱
子
学

へ
の
転
換
が
行
わ
れ
、
古
賀
精
里
の
門
弟
た
る
忠
升
に
至

っ
て
、
藩
校
を
拡
張

し
て
教
倫
堂
と
改
称
し
、
家
中
子
弟
に
朱
子
学
中
心
の
教
育
を
ほ
ど
こ
し
た
。

⑩

他
の
地
域
の
具
体
例
と
し
て
、
明
治
二
年
八
月
、
金
沢
城
内
で
暗
殺
さ
れ
た
金
沢
藩

:1



ち
か

の
執
政
本
多
政
均
の
こ
と
に
触
れ
て
お
こ
う
。
政
均
は
本
多
家
ゆ
か
り
、
と
い

っ
た
と

こ
ろ
で
膳
所
本
多
家
と
は
か
な
り
遠

い
本
多
正
信
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
、
加
賀
藩
士

中
最
高
の
五
万
石
取
り
の
大
身
で
あ

っ
た
。
維
新
期
藩
政
の
指
導
者
で
、
守
旧
派
に
に

く
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、

元
治
頃
こ
の
藩
の

尊
撰
派
が
弾
圧
さ
れ
た

が
、
そ
の
残
徒
が
深
く
本
多
を
恨
み
、
こ
の
暗
殺
の
黒
幕
と
し
て
立
ち
廻

っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
う
た
が
い
も
あ
る
。
石
川
県
不
平
士
族
の
テ
ロ
行
為
と
し
て
は
有

名
な
明
治
十

一
年

の
島
田

一
良
ら
の
大
久
保
参
議
暗
殺
事
件
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
八

丈
縞
の
衣
服
を
着
用
し
た
士
族
乞
食
と
士
族
芸
者
が
金
沢
の
名
物
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、

町
に
氾
濫
し
た
落
魂
士
族
群
を
背
景
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
年

・
同
四
年
の

越
中
新
川
群

・
加
賀
江
沼
郡
に
勃
発
し
た
農
民
騒
擾

(ば
ん
ど
り
騒
動

・
み
の
む
し
騒

動
と
呼
ば
れ
た
)

の
鎮
圧
に
、
下
級
士
族
を
中
心
と
し
た
藩
兵
が
使
役
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
も
、
各

地
に
み
ら
れ
た
風
景
で
あ

っ
た
。
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明
治
三
年
神
戸
藩
の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て


